
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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研究内容： ゴール型球技教材としてのアルティメットの有効性の検討 

●研究の背景及び目的 

2017 年の学習指導要領改訂により，体育科のボール運

動領域では，小学校段階において「ボールを持たない時

の動き」の指導をすることが明確に示されました． 「ボー

ルを持たない時の動き」は他のゴール型球技に転移する

こと（Werner and Almond, 1990）が明らかとなっており，ゴ

ール型球技の入り口となる小学校 5・6 年生でボールを持

たないときの動きの習得をすることは，中学校，高等学校

においてより専門化する授業の基礎として非常に重要で

あると考え，「ボールを持たない時の動き」を学習しやすい

教材の開発を目的とし研究を行っています． 

 

●研究内容 

小学校，中学校の体育科の先生方と連携し授業内容の

作成や検討を行っています． 

「ボールを持たない時の動き」の評価に関しては，戦術的

知識テスト (図 1) を作成し，ボールを持たない時にどの

ような動きをすればよいか理解しているかを評価します．

またゲーム分析 (図 2) によりボールを持たない時の動き

を習得し発揮することが出来ているかを行っています． 

 

●セールスポイント，優位点 

新しい体育授業の教材の開発と評価を様々な手法で行っ

ています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 球技の戦術知識テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ボールを持たない時のゲーム分析コード 

 


